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平
成
２
１
年
１
２
月
１
２

親
子
１
３
組

当
会
員
８
名
参
加

全
国
学
校
調
理
師
連
合
会
・

奈
良
調
理
師
連
合
会
の
会
員

達
で
奈
良
の
食
材
を
使

っ
た

親
子
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
大
和
肉
鶏
を
使

っ
た

ピ
カ
タ
等
子
ど
も
達
は

一
生

懸
命
頑
張

つ
て
、
楽
し
そ
う
に

作

つ
て
い
ま
し
た
。
フ
ル
ー
ツ

の
飾
り
切
り
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ヨ
ン
も
行
わ
れ
、
綺
麗

に
飾
ら
れ
て
い
く
の
に
驚
い

て
い
る
様
で
し
た
。

又
、
近
畿
農
政
局
奈
良
農
政

事
務
所
の
新
正
氏
に
よ
る
食

時
の
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
に
沿

っ
た
、
カ
ロ
リ
ー
や
食
事
の

取
り
方
の
話
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。

平
成
２
２
年
１
月
２
４
日

（日
）

滋
賀
県
・守
山
市
　
ラ
イ
ズ
ヴ
イ
ル
都
賀
山
で
行
わ

れ
ま
し
た

会
長
挨
拶

講
演

。
松
本
　
宏
美
氏

講
師
紹
介

・
ラ
イ
フ

・
イ
ン
京
都

（有
料
老
人
ホ
ー
ム
）
に
て

生
活
支
援
相
談
室

・
・
・
栄
養
管
理
士

・
京
都
教
育
大
付
属
京
都
中
学
校

・
・
食
育
担
当
講
師

。
現
在

‥
同
志
社
大
学
院
総
合
政
策
化
研
究
科
ソ
ー
シ

ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

コ
ー
ス
・博
士

後
期
課
程
に
在
籍

大
家
族
か
ら
核
家
族
そ
し
て
今
、
独
居
生
活
の
増
加

が
見
ら
れ
る
中
、
家
族
構
成
を
取
り
巻
く
変
化
に
伴
い

食
の
変
化
も
昔
と
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
き
ま
し

た
。

暮
ら
し
の
あ
る
風
土
で
採
れ
た
作
物
を
伝
え
ら
れ
て

き
た
方
法
で
お
い
し
く
い
た
だ
く
事
が
、
健
康
に
も
い

い
と
い
う

「当
た
り
前
」
の
こ
と
を
置
き
忘
れ
て
き
た

様
に
思
い
ま
す
。
地
場
の
野
菜
が
採
れ
る
地
域
に
住
ん

で
い
て
も
、
食
材
を
ど
う
料
理
し
て
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
。
と
い
う
声
を
聞
き
、
亀
岡
の
農
と
食

・
生
産
者

と
消
費
者

。
人
と
人
を
繋
ぐ

「場
」
が
あ
れ
ば
何
か
の

き

っ
か
け
に
な
る
の
で
は
と
思

っ
た
事
が
、
料
理
く
ら

ぶ
の
始
ま
り
だ

つ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
食
育
や
メ
タ
ボ
予
防
が
話
題
に
な

つ
て

い
ま
す
が
、
単
に

「食
」
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
食
生

活
は
料
理
を
し
て
食
卓
を
囲
む
時
間
を
持
ち
、
家
族
や

他
者
と
交
流
す
る
。
食
生
活
は
社
会

・
生
活
全
体
を
基

盤
と
し
て
存
在
す
る
大
切
な
場
で
、
孤
独
回
避
や
ス
ト

レ
ス
軽
減
等
の
改
善
の
糸
口
に
な
る
の
で
は
？
と
。
地

元
産
野
菜
を
料
理
し
食
卓
を
囲
み
、
こ
こ
ち
良
い
生

活
・
ゆ
と
り
あ
る
社
会
を
目
指
し
た
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

講
演

・
松
田
　
迪
子
氏

講
師
紹
介

昭
和
５
３
年
か
ら
平
成
７
年
ま
で
京
都
府
の
職
員

と
し
て
、
小
学
校
と
特
別
支
援
学
級

（旧
養
護
学
校
）

で
給
食
関
係
の
業
務
に
従
事
。

図
定
年
退
職
後
の
生
活
の
中
、
ワ
ン
コ
イ
ン
講
座

「キ

ツ
チ
ン
四
方
噺
」
を
月
２
回
行
い
、
ま
た
シ
ル
バ
ー
観

光
ガ
イ
ド
と
し
て
修
学
旅
行
の
付
き
添
い
や
地
域
に

足
を

つ
け
た
活
動
を
と
お
し
て
人
間
関
係
を
深
め
た

り
、
又
調
理
の
技
術
を
高
め
る
努
力
を
さ
れ
、
活
動
的

に
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。



山
中
弓
子
氏
の

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
を
祝
う
会

平
成
２
２
年
１
月
３
１
日

（日
）

奈
良
県

。
猿
沢
荘
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
中
　
弓
子
氏
　
挨
拶

調
理
員
の
技
術
向
上
の
為
、
専
門
調
理
師

。
調
理
技

能
士
。調
理
技
術
指
導
員
育
成
に
全
国
学
校
調
理
師
連

合
会
の
皆
様
と
共
に
力
を
入
れ
た
事
が
、
今
回
の
受
賞

に
繋
が

つ
た
と
思

つ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
調
理

員
の
資
質
向
上
の
為
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

祝厚生賞冨■轟 蜃現賀会

平
成
２
２
年
２
月
１
５
日
～
１
７
日

奈
良
県

・
猿
沢
荘
に
て
行
わ
れ
、
３
名
が
受
講
し
ま
し

た
。

平
成
２
２
年
３
月
１
３
日

（土
）

四
条
畷
市
立
公
民
館
展
示
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
当
会

よ
り
会
長

・
山
中
が
参
加
し
ま
し
た
。

因基
調
講
演

講
師
　
北
川
　
隆

一
氏

パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ヨ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

特
定
非
営
利
活
動
法
人

大
阪
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会
代
表
理
事

一
井
　
』具
理
子
氏

パ
ネ
リ
ス
ト

四
条
畷
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会
長

熱
田
　
明
子
氏

四
条
畷
市
立
保
険
セ
ン
タ
ー
保
健
師

辰
巳
　
佳
世
氏

全
国
学
校
調
理
師
連
合
会
会
長山

中
　
弓
子
氏

厚
生
労
働
省
認
定
給
食
用
特
殊
料
理
専
門
調
理
師

浅
見
　
花
恵
氏

目
的子

ど
も
の
基
本
的
生
活
習
慣
と
子
ど
も
の
生
活
リ

ズ
を
向
上
さ
せ
る
為
、
朝
ご
飯
を
食
べ
る
事
の
大
切

さ

。
食
事
の
内
容

・
体
と
の
関
わ
り
等
を
地
域
全
体
で

推
進
す
る
。

、lS15Ss



平
成
２
２
年
１
月
２
２
日

（金
）

岸
和
田
市

・
春
木
市
民
会
館

平
成
２
２
年
２
月
１
８
日

（土
）

岸
和
田
市

・
天
神
山
公
民
館

平
成
２
２
年
３
月
１
９
日

（金
）

貝
塚
市

・
浜
手
地
区
公
民
館

☆
当
会
長

・
山
中
氏
が
講
師
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
２
２
年
４
月
１
８
日

（日
）

山
中
家

・
竹
藪
に
て

参
加
者

。
大
人
５
８
名

子
ど
も
７
名

主
催
　
　
全
国
学
校
調
理
師
連
合

共
催
　
　
社
団
法
人
奈
良
調
理
師
連
合
会

御
来
賓
　
辻
調
理
技
術
専
門
学
校
顧
問

為
後
　
喜
光
氏

千
代
田
短
期
大
学
講
師

山
崎
　
万
里
氏

近
畿
農
政
局
大
阪
農
政
事
務
所

藤
澤
　
義
彦
氏

中
尾
　
卓
嗣
氏

貝
塚
市
食
生
活
改
善
協
議
会

・
会
長

岸
本
　
正
子
氏

貝
塚
市
教
育
協
議
会
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
代
表

日
野
　
伊
佐
男
氏

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
地
場
産
の
食
材
を
使

っ

た
お
弁
当
や
山
野
草
バ
イ
キ
ン
グ
・
て
ん
ぷ
ら

コ
ー
ナ

ー

・
焼
き
物

コ
ー
ナ
ー
と
春
の
竹
林
の
中
、
自
然
に
囲

ま
れ
な
が
ら
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
話
や
、
食
事
の

後
は
竹
の
子
掘
り
や
十
薬

（ど
く
だ
み
）
を
摘
ん
だ
り

と
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

☆
近
畿
の
食
材
を
使

っ
た
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
集

よ

り
☆
竹
の
子
ご
飯

・
竹
の
子
と
ふ
き
の
煮
付
け

。
え
ん
ど
う
の
卵
と
じ
煮

・
ふ
き
の
葉
の
佃
煮

舎バラの花ず し

舎オードづ |と かし

舎簡ф工じつうイ

舎(2れ じれOミ モげサうダ

合つ lι 一 ソヽ・ 野菜③飾ι)切 C)

☆玉葱とじゃこのサラダ

☆r31き と辛子マ∃ネーズ和え

☆なすの田楽

・竹の子と昆布としいたけのたいたん

・わらびの煮付け

・本の芽和え

。若竹汁

・桜もち



奈
良
調
理
師
連
合
会
理
事
長
　
柳
原
　
卓
男
氏
と

為
後
　
一暑
光
氏
に
揚
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

☆
こ
ご
み

☆
竹
の
子

☆
泉
州
ふ
き
の
と
う

☆
か
き
揚
げ

☆
山
ウ
ド
の
新
芽

☆
ゆ
き
の
し
た

☆
た
け

の
こ

園
児

・
児
童

。
生
徒
お
よ
び
そ
の
保
護
者
に
対
し

て
、
食
生
活
改
善
と
地
域
に
お
け
る
食
文
化
に
対
す

る
理
解
促
進
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
「食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
活
用
し
た
日
本
型
食
生
活
の
普

及

。
啓
発
を
行
い
、
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
。

成
２
１
年
７
月
１
３
日
２

平
成
２
２
年
２
月
１
２
日

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
活
用
し
た
日
本
型
食
生

活
の
普
及
・啓
発
と
地
場
産
物
の
学
校
給
食

へ
の
導
入

促
進
、
地
域
に
お
け
る
食
生
活
改
善
の
た
め
の
取
り
組

み
を
推
進
し
、
学
校
を
中
心
と
し
た
児
童
、
生
徒
と
そ

の
保
護
者
と
学
校
関
係
者
を
対
象
と
し
た
「学
校
タ
イ

プ
」
事
業
の
実
施
。

学
校
教
育
を
基
盤
と
し
、
今
ま
で
全
国
学
校
調
理
師

連
合
会
が
行

っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
取
り
組
み
に

当
た
り
組
織
さ
れ
た
市
内
で
活
動
す
る
団
体
と
共
同

し
て

「小
学
生
向
け
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」
「幼
稚
園
で

の
食
育
講
演
会
」
「貝
塚
市
立
全
幼
稚
園

・
小
学
校
に

お
け
る
栽
培
及
び
収
穫
体
験
」
「地
場
産
物
を
使

っ
た

レ
シ
ピ

コ
ン
ク
ー
ル
」
「郷
土
食
の
料
理
教
室
」
等

事
業
を
通
し
、
特
に
子
ど
も
た
ち
と
の
共
同
実
践
は
、

参
加
し
た
子
ど
も
は
も
と
よ
り
、
そ
の
保
護
者
、
関
係

し
た
多
く
の
大
人
の
世
代
間
を
越
え
た

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

４

１
シ
ョ
ン
の
機
会
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
い
、
食
に

対
す
る
意
識
の
変
化
は
地
域
の
生
産
者
と
し
て
の
目

や
意
識
を
培
う
機
会
、
地
域
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

平圃

ぱ



専
門
調
理
食
育
推
進
員
認
定
証

・

専
門
調
理
食
育
推
進

指
導
員
認
定
証
の
交
付
に
つ
い
て

①
こ
れ
ま
で
の
食
育
推
進
講
座
修
了
者
に
は
、

「食
育
推
進
講
座
修
了
証
」
を
交
付
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
札
幌
開
催
分

（
２
１
．
８
．
２
６
）
か
ら
は
、

従
来
の

「食
育
推
進
講
座
修
了
証
」
に
代
え
て
新
た
に

「専
門
調
理
食
育
推
進
員
認
定
証
」
を
無
償
で
交
付
す

る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

過
去
に
お
い
て

「食
育
推
進
講
座
修
了
証
」
を
取
得

し
た
方
に

つ
い
て
は

「専
門
調
理
食
育
推
進
員
認
定

証
」
の
取
得
者
と
同
等
の
取
り
扱
い
と
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
修
了
者
で
、
認
定
証
の
交
付
を

希
望
す
る
者
に
対
し
て
は
、
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
申
請
す
る
人
は
ブ

ロ
ツ
ク
長
ま
で
連
絡
し
て
下
さ

い
。な

お
、
今
後
は
、
食
育
推
進
講
座
修
了
者
名
簿
を
推

進
員
認
定
者
名
簿
と
し
て
作
成
し
、
各
都
道
府
県
食
育

推
進
担
当
課
に
送
付
し
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②

「専
門
調
理
食
育
推
進
指
導
員
認
定
証
」
に
つ
い
て

新
た
に
設
け
た
も
の
で
、
「専
門
調
理
食
育
推
進
員
」

と
し
て
認
定
さ
れ
、
一
定
の
経
験
を
有
す
る
専
門
調
理

食
育
推
進
員
等
を
専
門
調
理
食
育
推
進
指
導
員
と
し

て
認
定
す
る
制
度
で
す
。
具
体
的
に
は
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ

つ
て
、
専
門
調
理

食
育
推
進
指
導
員
認
定
証
の
交
付
を
希
望
す
る
者
。

Ｉ
、
専
門
調
理
食
育
推
進
員
と
し
て
認
定
後
、
５
年
以

上
の
食
育
活
動
の
経
験
を
有
す
る
者

（従

っ
て
、
食
育

推
進
講
座
開
始
は
平
成
１
９
年
な
の
で
、
最
初
の
申
請

は
平
成
２
４
年
以
降
に
な
り
ま
す
。
）

Ⅱ
、
調
理
技
術
技
能
評
価
試
験
委
員
（経
験
者
を
含
む
）

で
あ

っ
て
、
食
育
推
進
講
座
を
修
了
し
た
者

③
登
録
申
請
量
等

ア
、
「専
門
調
理
食
育
推
進
指
導
員
認
定
証
」

登
録
料

（認
定
証
交
付
手
数
料

・
送
料
）

５

，

０

０

０

円

イ
、
「専
門
調
理
食
育
推
進
員
認
定
証
」
又
は
、

「専
門
調
理
食
育
推
進
指
導
員
認
定
証
」
の
カ
ー

ド

（携
帯
用
）
の
交
付
を
希
望
す
る
者

交
付
手
数
料

（送
料
含
む
）

１

，

５

０

０

円

0

平
成
２
２
年
度
　
専
門
調
理
師

・

調
理
技
能
士
の
た
め
の

食
育
推
進
員
認
定
講
座
　
開
催
案
内

高
松
会
場

同
時
　
　
平
成
２
２
年
８
月
２
５
日

（水
）

１

０

‥

３

０

～

１

６

‥

３

０

会
場
　
　
ア
ル
フ
ア
あ
な
ぶ
き
ホ
ー
ル

（香
川
県
県
民
ホ
ー
ル
）
小
ホ
ー
ル
棟
５
Ｆ

５

多
目
的
大
ホ
ー
ル

「玉
藻
Ａ

・
Ｂ
」

（募
集
人
数

‥
１
５
０
名
）

〒

７

６

０

　

０

０

３

０

香
川
県
高
松
市
玉
藻
町
　
９
の
１
０

ｂ
　
０
８
７
　
８
２
３
　
３
１
３
１

参
加
対
象
者

専
門
調
理
師

。
調
理
技
能
士
の
資
格
取
得
者

食
育
推
進
員
認
定
料

（講
座
受
講
料
。
テ
キ
ス
ト
・資
料
代
含
む
）

６

，
０

０

０

円

※
受
講
さ
れ
る
方
は
各
ブ

ロ
ツ
ク
長
ま
で
５
月
末
迄

に
連
絡
し
て
下
さ
い
。



平
成
２
２
年
度

（４
月
１
日
よ
り
）
当
、
全
国
学
校

調
理
師
連
合
会
が
社
団
法
人
調
理
技
能
セ
ン
タ
ー
の

賛
助
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

当
会
よ
り
調
理
技
術
技
能
評
価
試
験
の
試
験
委
員
を

１
３
名
推
薦
し
て
試
験
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

食
育
先
進
地
モ
デ
ル
実
証
事
業

・
レ
シ
ピ
集
よ
り

◇
紅
ず
い
き
と
油
揚
げ
の
た
い
た
ん

〔材
料
〕

紅
ず
い
き
　
　
４
０
０

ｇ

油
揚
げ
　
　
　
１
枚

し
ょ
う
ゆ
　
　
大
さ
じ
２

砂
糖
　
　
　
　
小
さ
じ
２

酒
　
　
　
　
　
大
さ
じ
１

煮
出
し
汁
　
　
適
量

酢
　
　
　
　
　
適
量

〔作
り
方
〕

①
ず
い
き
は
皮
を
む
き
、
す
じ
を
取

つ
て
酢
水
に
つ

け
る
。

②
沸
騰
し
た
湯
に
酢
を
入
れ
て
ゆ
が
く

③
ゆ
が
い
た
ず
い
き
は
４
２
５
セ
ン
チ
に
き

っ
て

か
ら
短
冊
に
切
り
、
水
を
絞

っ
て
お
く
。

④
油
揚
げ
は
熱
湯
を
か
け
、
油
抜
き
を
し
て
か
ら
短

冊
に
切
り
、
水
を
絞

っ
て
お
く
。

⑤
鍋
に
ず
い
き
と
油
揚
げ
を
入
れ
、
材
料
が

つ
か
る

程
度
の
煮
出
し
汁
を
入
れ
て
火
に
か
け
、
沸
騰
し

た
ら
砂
糖

。
酒

。
醤
油

・
を
加
え
て
煮
含
め
る
。

栄
養
素
は
体
を
動
か
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る

「糖
質
Ｌ
脂
質
Ｌ
タ
ン
パ
ク
質
」
２

二
大
栄
養
素
、

こ
れ
に
体
の
調
子
を
整
え
る
働
き
を
す
る
「ビ
タ
ミ

ン
」
「ミ
ネ
ラ
ル
」
を
加
え
た
も
の
を
５
大
栄
養
素

と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
人
間
の
消
化
酵
素
で
は
分
解

出
来
な
い

「食
物
繊
維
」
も
体
の
調
子
を
整
え
る
大

き
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

編集後記

新緑の候、新学期から一月が過ぎ仕事も

落ち着いてきたと思います。

会報に載せる記事を募集 していますの

で、広報担当・谷本まで送って下さい。

FAX:072-424-8843
PCア ドレス

kisaragttkamutgos5@� is.eonet.ne.jp
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